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講演
1．「大きく社会を変えるために、まず小さく始めてみませんか」2020 年栃木県女性団体連
絡協議会研修会、於栃木県男女共同参画センター、2020 年 11 月 5 日
研究助成





1．「地域・文化・社会をつなぐ日本語教育　 ― 日本語教育人材の養成・研修の観点から ― 」
『先の見えない今～人、地域、文化、社会をつなぐ「ことば」を考える（立教大学異文化
コミュニケーション学部研究叢書 III 』晃洋書房、2020 年、22－31 頁
2．「日本語学習者の人生の径路に表れる日本との接触 ― 日本に住み、働きつづける日本留
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研究発表
1．「組織的な学びを促す評価—大学日本語教育部門構成員への聞き取り調査から—」、第 21
回	日本評価学会大会、zoom による online 開催、2020 年 11 月 28 日（小澤伊久美との共
同発表）http://evaluationjp.org/activity/start.htm
2．「間モード再構築法	としての PAC 分析」（小澤伊久美・サトウタツヤとの共同ポスター
発表）、2020 年度人間科学研究所年次総会、zoom による online 開催、2021 年 2 月 27 日




ンライン国際セミナー・ワークショップ、zoom による online 開催、2020 年 8 月 8 日
2．「 PAC 分析入門」（小澤伊久美との共同講義）、小出記念日本語教育研究会主催ワークシ
ョップ、zoom による online 開催、2021 年 2 月 26 日
研究助成
1．2017 . 4 ～現在	科学研究費助成金（基盤研究（ C ））「大学日本語教育プログラムを対象と
した開発型評価 ― 持続可能で有用な開発型評価とは」（研究分担者）（課題番号：
17K02863 ）	























2020 年度秋季大会、zoom による online 開催、2020 年 11 月 29 日
2．「プロンプトによるナラティブ作文の評価の違い ― タイプの異なる『よいナラティブ』
の提示 ― 」（影山陽子、坪根由香里、トンプソン美恵子との共同発表）第 52 回アカデ





ンライン国際セミナー・ワークショップ、zoom による online 開催、2020 年 8 月 8 日
研究助成
1．2019 . 4 ～現在　科学研究費助成金（基盤研究（ B ））「日本語ライティングにおけるナラ
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41、42 回学術大会、於韓国漢陽大学（オンライン）、2020 年 9 月 19 日
2．「初級から学べる段階別学習型作文支援システムの構築 ― データ収集システムの開発
― 」（金蘭美・川村よし子との共同発表）、ポスター発表、日本語教育学会 2020 年度秋
季大会、於日本語教育学会オンライン、11 月 29 日
3．生の会話を「聞き手参加型聴解」教材へデザインする」（奥野由紀子・山森理恵との共同
発表）、口頭発表、第 7 回年次大会、言語文化教育研究学会、於金沢 21 世紀美術館（オ
ンライン）、3 月 5 ～ 7 日（発表予定）
講演
1．「聞き手参加型聴解の実践方法」、日本語専門家招聘特別講演、於韓国漢陽サイバー大学
（オンライン）、2020 年 9 月 12 日（招待講演）
研究助成





る一考察 ― 視覚特別支援学校専攻科での実践例をもとに ― 」（河住有希子との共同執
筆）『日本語教育方法研究会誌』Vol.27、日本語教育方法研究会、2021 年（印刷中）
報告
1．「新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴う日本語教育プログラムの対応 ― 2020 年
度の立教大学日本語教育センターの取り組み ― 」（数野恵理、金庭久美子、任ジェヒ、
小林友美、小松満帆、池田伸子、丸山千歌とのとの共同執筆）『日本語・日本語教育』第




けを手がかりに ― 」『日本語・日本語教育』第 4 号、立教大学日本語教育センター、
2021 年、89－109 頁
報告












同発表）韓国日本語学会第 41・42 回統合学術大会、オンライン開催、2020 年 9 月 19 日
研究助成













（ 2016 年～ 2019 年度）科学研究補助金　基盤研究（ C ）（一般）課題番号（ 16K02825 ）
研究成果報告書、2020 年、150－152 頁



























































　原稿は横書きで、MS	Word 形式ないしテキストファイル形式とし、A4 判の用紙（40 字× 35 行）


















①原稿本体（ A4 判）1 部


















（ 2 ）	要旨（日本語 400 字以内。要旨末尾に括弧書きで文字数を記載のこと。）	











（ 2 ）	実践報告 :	
　教育現場における実践の内容、効果等が具体的、かつ明示的に述べられているもの。













































育のための心理学』第 6 章		新曜社 pp.97－110
162
MacWhinney,	B. （1989）	Competition	and	connectionism.	In	B.	MacWhinney,	&	E.	Bates




に与える影響 ― 文脈の中での意味推測を妨げる要因とは ― 」『日本語教育』140
号、48－58 . 	
小柳かおる（ 2002 ）「 Focus	on	Form と日本語習得研究」『第二言語としての日本語の
習得研究』第 5 号、62－96 . 	
Papagno,	C.,	Valentine,	T.,	&	Baddeley,	A.	D. （1991）	Phonological	short－term	memory	
and	foreign－language	vocabulary	learning.	Journal of Memory and Language,	30,	
331－347 .
（ 4 ）	学会発表予稿集（論文集）の場合
迫田久美子・松見法男（ 2005 ）「日本語指導におけるシャドーイングの基礎的研究（ 2 ）
― 音読練習との比較調査からわかること ― 」『 2005 年度日本語教育学会秋季大
会予稿集』、241－242 .
（ 5 ）	教科書の場合




　　http://www.nkg.or.jp/pdf/toukouyoryo.pdf（ 2020 年 6 月 15 日アクセス）
